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中間レビュー調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：マレーシア 案件名：サバ州を拠点とする生物多様性・生態系保全の

ための持続可能な開発プロジェクト 

分野：自然環境保全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：地球環境部 協力金額（中間レビュー時点までの実績）：約 1.12 億円 

協力期間： 

(R/D) 2013 年 7 月 1 日～ 

2017 年 6 月 30 日 

先方関係機関：サバ州政府機関（天然資源庁、生物多様

性センター、森林局、公園局等）、サバ大学熱帯生物学保

全研究所（ITBC-UMS） 

他の関連協力： 

- 技術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様性・生態系

保全プログラム」（2002 年～2007 年） 

- 技術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様性・生態系

保全プログラムフェーズ 2」（2007 年～2012 年） 

１－１ 協力の背景と概要 

マレーシア・サバ州には、東南アジア最高峰のキナバル山やアジアゾウの生息する低地熱

帯林、汽水域のマングローブ林等、世界的に多様な生態系と生物相が見られる。しかし、大

規模伐採やアブラヤシプランテーション開発等により、同州の森林面積は 1970 年代と比較し

て、約 3 分の 2 に減少した。また、土壌汚染や水質汚濁等の環境劣化も顕在化している。こ

の結果、自然資源への依存度が高い伝統的な生活を営む地域住民は、自然環境の劣化に伴い、

生活基盤が脅かされている。 

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、サバ州の生物多様性保全に対して統合的に取り組

むために、サバ州政府や国立サバ大学等とともに技術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様

性・生態系保全プログラム（BBEC）」を実施した（フェーズ 1、2）。BBEC1 では「サバ州の

生物多様性保全のための包括的かつ持続可能なアプローチの構築」を目標として、研究機関

の体制強化、研究成果の発表、協働保護区管理の概念を取り入れたクロッカー山脈公園管理

計画の策定及び実施、セガマ河下流域野生生物保全区の提案、住民参加型エコツーリズムの

試行、環境教育活動の実践、国際セミナーの開催等を支援した。BBEC2 では「サバ州におけ

る生物多様性保全のための体制強化と、マレーシア国内外への知識・情報発信の拠点化」を

目標として、サバ州生物多様性センターの正式組織化、「サバ州生物多様性戦略（SBS）」の

策定準備、クロッカー山脈公園及び周辺域の国連教育科学文化機関（UNESCO）「人と生物圏

（MAB）計画」への登録申請、セガマ河下流域野生生物保全区の登録、キナバタンガン・セ

ガマ河下流域のラムサール条約への湿地登録及び管理計画の策定、生物多様性保全に係る第

三国研修の実施等を支援した。 

2011 年 8 月、マレーシア政府から、SBS 策定後の実施支援、ラムサール条約登録湿地やユ

ネスコ MAB 登録予定地をはじめとする保護区及びバッファーゾーンの統合管理の促進、第

三国研修を通じた東南アジア諸国連合（ASEAN）地域への生物多様性に係る経験共有を内容

とする後継の技術協力プロジェクトが要請され、2013 年より本プロジェクトが開始された。
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１－  協力  

(1) 目標 

サバ州が生物多様性保全と持続可能な開発のアジアにおける知的拠点（Asian Center of 

Excellence）として国内的・国際的に知られる。 

 

(2) プロジェクト目標 

サバ州生物多様性戦略の実施を通じて持続可能な開発が 進される。 

 

(3) 成果（アウトプット） 

1. サ トにおいて自然共生 の実 に関する能力が する。 

2. サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国際的に共有され

る。 

 

(4) 入（中間レビュー時点） 

日本 ： 

・日本人 ： 期 2 名 

・ 営 調査 6 （ 11 名） 

・研修 入：計 36 名 

・機 ：約 685 円 

・ローカルコスト ：約 278,617 ル 

マレーシア ： 

・カウンター ート（C/P） ：約 18 名 

・プロジェクト 所：天然資源庁（NRO）内のプロジェクト 所及び 要 備 

・ローカルコスト ：約 2,173 ル 

． の概要 

調査   

分野 名 所 先・  

括 内  JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第 チーム

 

協力 画  知  JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第 チーム

画  

分   さ  OPMAC 式  部 コンサルタント 

  
 

調査期間：2015 年 6 月 11 日～7 月 1 日 ：中間レビュー 

． の概要 

－１ の  

入は、日本 ・マレーシア 方ともおおむ 計画 おり行 れている。活動について

は、 にアウトプット に係る活動に れが生じており、キナバタンガン・セガマ河下流域

湿地（LKSW）管理計画の年 活動計画の 成及び実施の 、クロッカー山脈生物圏保存
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地域（CRBR）管理計画の 成の 等、 部の活動が している。 

 

(1) アウトプットの 成  

アウトプット ： サ トにおいて自然共生 の実 に関する能力が する。 

中間レビュー時点での 成度：やや低い 

- LKSW の年間活動計画の 成と CRBR 管理計画と年間活動計画の 成が れている。

- ロット活動と環境教育活動については、関係機関の 体的な実施によりおおむ

調に実施されている。 

 

アウトプット ：サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国

際的に共有される。 

中間レビュー時点での 成度： 調 

- サバ州の生物多様性・生態系保全に関する経験は、国内及び国際的な において積

的に情報発信・共有されている。 

- 第三国研修はサバ大学熱帯生物学保全研究所（ITBC-UMS）と NRO の により 調

に実施され、 国参加 からの 度も高い。 

 

(2) プロジェクト目標の 成見  

プロジェクト目標：（SBS の実施を通じて）持続可能な開発が 進される。 

中間レビュー時点での 成見 ：低い 

- 行のプロジェクト目標の 標は、目標自体との関連性及びアウトプットとの 果関

係が で り、 標の結果を基に すると 成見 は低いものの、 な

標に することにより、 後のプロジェクト目標 成の見 は る。 

 

－  の要  

(1) 性： 

- マレーシアの国 開発計画「第 10 マレーシア計画」（2011 年～2015 年）、サバ州の

開発計画「サバ州開発及び発 の 」「サバ州の戦略的 期行動計画」（2016 年～2035

年、策定中）に合 している。 

- サバ州政府の開発 ーズを たしている。 

- 日本の対マレーシア援助政策に合 している。 

- 行のプロジェクト・ ン・マトリックス（PDM）は す 点が る（有

性参 ）。 

 

(2) 有 性： 

- 行の PDM におけるプロジェクト目標は定 が いまいで り、 標も目標自体との

関連性及びアウトプットとの 果関係が で るため、アウトプットを 成して

も しもプロジェクト目標の 成にはつながらないことから、 行 PDM でのプロジ

ェクト目標 成の見 は低いものの、 な目標内容・ 標に することにより、

までにプロジェクト目標の 成は期 で る。 
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(3) 性： 

- 日本 及びマレーシア の 入はおおむ 計画 おりに行 れており、活動は 部

しているものも るが、 入された 要 は活動の実施にもれな 活 されている。

- 入の と質において、日本 ・マレーシア 方に れ れ ・ す 点が

ることが された。 

 

(4) ン クト： 

- 行の PDM は が 要なことから、 後 PDM に て 目標の 成予 を

行 要が る。 後のアウトプット、プロジェクト目標の 成は、 的に

目標の 成に することが見 まれる。 

- 正の ン クトに関し、 ロット活動として行 ている生計 活動については、

対 における 減プログラムの ルとして対 の他の への 開、 に

は CRBR の他地域への 開が期 される。 方、これまでに の ン クトは さ

れておら 、 後も の ン クトが生じる可能性は低いことが予 される。 

 

(5) 持続性： 

- 政策・制度面：サバ州政府は SBS の に基 、 後は SBS の実施及び タ

リング・ 体制の構築を積 的に 進する 要が る。 

- 組織面：NRO の生物多様性・生態系保全に係る調 の人 強化（ に人 ）

が 要で る。 

- 面：サバ州政府の 関係機関は、外部資金も めて SBS の実施に 要な予 の

保に けて 続 める 要が る。 

- 技術面：NRO は な人 を 加 の 、SBS、LKSW 管理計画、CRBR 管理計画

に係る 調 の強化を る 要が る。 

 

－  要  

(1) 要  

1) 計画内容に関すること 

- になし 

2) 実施プロセスに関すること 

- になし 

 

(2) 要  

1) 計画内容に関すること 

- 行の PDM には す 点がい つか る。 

2) 実施プロセスに関すること 

- SBS の の 及び連 政府による CRBR のユネスコ MAB 計画における生

物圏保存地域（BR）登録申請の  

- LKSW 地域における 化 
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- サバ州政府関係機関の生物多様性・生態系保全関連活動の実施に係る調 機能 全 

 

－   

プロジェクトの ロットサ トにおける生計 活動、環境教育活動、情報発信・知見

共有活動については 調な実施が されたものの、SBS の の やプロジェクト

サ トの つにおける 化等、プロジェクト 期間に予期しない がい つか

たことにより、 れらに関連する活動については れが生じている。加 て、 行の PDM

には す 点がい つか る。これらの は中間レビュー調査時点で された

ものも るため、プロジェクトの後 期間においては PDM に て 調に活動が進め

られることが見 まれる。 

 

－   

(1) PDM の  

(2) NRO の人 及び予 に係る組織強化 

(3) SBS 実施に係る共通の タリングフ ーマットの 成を む タリング体制の

立 

(4) SaBC のプロジェクトでの けの  

(5) LKSW 管理計画の実施・ タリングに係る支援の  

 

－   

(1) なプロジェクトマネジ ントを行 ために PDM を に する 要性 

(2) プロジェクトの 提条件を した で開始時期 定の を下す 要性 

 

  

v



 
 

      
     

Country: Malaysia Project title: Project on Sustainable Development for 

Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah 

Issue/Sector: Nature Conservation Cooperation scheme: Technical Cooperation 

Department in charge: 

Global Environment Dept. 

Total cost (as of June 2015): Approx. 112 million yen 

Partner Country’s Implementing Organization: Sabah State 

Govt. agencies (NRO, SaBC, SFD, SP, SWD, EPD, DID, etc.), 

Institute for Tropical Biology and Conservation, University of 

Malaysia, Sabah (ITBC-UMS) 

Period of Cooperation: 

(R/D) July 1, 2013 – June 30, 2017 

Related Cooperation: 

- Programme for Bornean Biodiversity and Ecosystems 

Conservation (2002 – 2007) 

- Programme for Bornean Biodiversity and Ecosystems 

Conservation Phase 2 (2007 – 2012) 

      

Sabah state, Malaysia is one of the few places on earth still blessed with mega-biodiversity, which 

is not only vital to sustainable socioeconomic development of the state, but also a treasure for all 

humankind. Conservation of its biodiversity and ecosystems is of utmost importance. 

JICA supported the Malaysian federal and Sabah state governments through the “Programme for 

Bornean Biodiversity and Ecosystems Conservation (BBEC) Phase 1 and 2” as technical cooperation 

projects under Japan’s Official Development Assistance (ODA). The Programme Purpose of BBEC 

Phase 1 (February 2002 – January 2007) was “Comprehensive and sustainable approach for 

conservation is established,” while BBEC Phase 2 (October 2007 – September 2012) aimed “A 

system for biodiversity and ecosystem conservation in Sabah is strengthened and Sabah state becomes 

capable of extending knowledge and skills on biodiversity conservation to other states of Malaysia 

and foreign countries.” 

The authorities concerned of the Government of Malaysia have set the implementation of Sabah 

Biodiversity Strategy as a next step to be taken and requested the Government of Japan for the 

“Project on Sustainable Development for Biodiversity and Ecosystems Conservation in Sabah 

(SDBEC).” 

 

    

(1) Overall Goal 

Sabah is known as the Asian Centre of Excellence for biodiversity conservation and sustainable 

development nationally and internationally. 

 

(2) Project Purpose 

Sustainable development is promoted. 

i



 
 

 

(3) Outputs: 

Output 1: Capacity is developed in respect to realising a society in harmony with nature in the 

project sites. 

Output 2: The Sabah’s experiences are shared nationally and internationally for biodiversity 

conservation and sustainable development. 

 

(4) Inputs (as of the Mid-term Review) 

Japanese side: 

- JICA Experts: 2 long-term 

- 6 Monitoring Missions: totally 11 persons 

- Trainees received: 36 

- Equipment: Approx. 685 thousand yen 

- Local Cost: Approx. 278,617 US dollar 

Malaysian side: 

- Counterpart: 18 

- Land and facilities: Working space for experts in NRO 

- Local Cost: Approx. 2,173 US dollar 

       

Review 

Team 

 

Name Job Title Occupation 

Mr. Kei Jinnai Leader Director, Nature Environment Team 1, 

Forestry and Nature Conservation Group, 

Global Environment Department, JICA 

Ms. Tomoko Taira Cooperation 

Planning 

Advisor, Nature Environment Team 1, 

Forestry and Nature Conservation Group, 

Global Environment Department, JICA 

Ms. Sawa Hasegawa Evaluation 

Analysis 

Principal Consultant, Project 

Management Department, OPMAC 

Corporation 

  
 

Period of 

Evaluation 

11 June to 1 July, 2015 Type of Study: Mid-term Review 

      

      

Inputs from both the Japanese and Malaysian sides have been provided basically as planned. Some 

of the project activities for Output 1 have been delayed, which are absence of inter-agency 

coordination in terms of implementation of the Lower Kinabatangan and Segama Wetlands (LKSW) 

Management Plan, delay in development of the Croker Range Biosphere Reserve (CRBR) 

ii



 
 

Management Plan, delay in the official approval of Sabah Biodiversity Strategy (SBS) by the State 

Cabinet. The implementation of activities in the area of LKSW has been limited due to the 

unfavorable security situation in that area. 

 

(1) Achievement of Outputs 

1) Output 1 

The achievement level as of the Mid-term Review: relatively low 

- The current achievement level is relatively low due to the delay of activities in the LKSW 

and CRBR Management Plans. 

- Pilot activities and CEPA activities have been smoothly implemented by the initiatives of the 

related agencies. 

2) Output 2 

The achievement level as of the Mid-term Review: reasonable 

- The current achievement level is reasonable due to the active sharing of Sabah’s experiences 

through the project activities at the national and international levels. 

- TCTP has been smoothly implemented by the initiatives of ITBC-UMS and NRO with the 

high satisfaction of participants. 

 

(2) Prospect for achieving Project Purpose 

The achievement level as of the Mid-term Review: low 

- It would be difficult to achieve the Project Purpose within the remaining 2 years of project 

period if assessed based on the present indicators. The present Project Purpose should be 

revised in order to make clear and its achievement should be verified based on the 

achievement of more appropriate indicators as well as resulted from produced Outputs. 

 

      

(1) Relevance 

- The project is consistent with the Malaysian national development plan “10th Malaysia Plan” 

as well as the Sabah state’s development plan “Direction of Sabah State Development and 

Advancement” and “Sabah’s Strategic Long Term Action Plan.” 

- The project meets the development needs of Sabah state government. 

- The project is consistent with Japan’s ODA policy. 

- There are some points to be improved in the present PDM. 

 

(2) Effectiveness 

- The project should be assessed based on the more appropriate indicators of revised PDM. 

Project Purpose itself should be clarified and the lack of causal relationship between 

indicators of Project Purpose and Outputs should be revised. 

 

 

iii



 
 

(3) Efficiency 

- Both the Japanese and Malaysian sides have basically provided their inputs as planned. 

- Efficiency was affected by some challenges: Unclear division of duties between NRO and 

SaBC for inter-agency coordination and insufficient number of NRO personnel. 

 

(4) Impact 

1) The livelihood improvement activities in the pilot site are on the right track for obtaining 

socio-economic benefits in harmony with conservation and could be a model for the poverty 

alleviation programme in Tuaran District, which is expected to create synergy effect with the 

project. The model is expected to be expanded to other villages in the CRBR area. 

2) No reports of any negative impact of the project. 

 

(5) Sustainability 

- Concerning the policy and institutional aspects, the state government needs to strengthen the 

PDCA cycle of SBS upon the endorsement of the strategy. 

- Concerning the organizational aspect, NRO’s coordination personnel needs to be 

strengthened. 

- Concerning the financial aspect, C/P agencies continuously need to seek for internal and 

external funding (CSR, PES, and international funding agencies, etc.). 

- Concerning the technical aspect, NRO needs to acquire more skills for the inter-agency 

coordination to implement SBS, LKSW Management Plan and CRBR Management Plan 

especially with adding the capable personnel. 

 

        

(1) Promoting factors 

1) Factors concerning Planning 

- None 

2) Factors concerning Implementation Process 

- None 

 

(2) Inhibiting factors 

1) Factors concerning Planning 

- The present PDM has some points to be improved 

2) Factors concerning Implementation Process 

- Prolonged approval process of SBS by the Cabinet 

-  Prolonged nomination process of MAB for CRBR from the federal government to 

UNESCO 

- Unfavorable security situation in the LKSW area 

-  Weak coordination mechanism due to unclear division of duties between NRO and SaBC 
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Some of the project activities such as alternative livelihood activities at the pilot sites, CEPA 

activities and knowledge sharing activities have been favourably implemented so far. On the other 

hand, there have been several factors of the less implementation since the project has experienced 

unexpected challenging circumstances during the implementation, such as the delay in approval of 

SBS and the unfavourable security situation in one of the project sites. In addition, the present PDM 

has some points to be modified and readjusted. Those involved with the project are expected to 

proceed with the revised one in the remaining period. 

 

   

(1) Modification of PDM 

(2) Strengthening of NRO in terms of personnel and budget 

(3) Development of a common monitoring format for the SBS implementation to be used by the 

concerned agencies 

(4) Change of Secretariat of Project Management Committee 

(5) Support for the LKSW Management Plan by the project in the remaining period 

 

    

(1) Importance of flexibly revising PDM during the project implementation in case any 

inconsistency is recognized. 

(2) Importance of deciding timing of the opening for project with examining the prerequisite for 

the smooth implementation of the project 

 

 

v



第 中間レビュー調査の概要

 

１－１ の  

マレーシア・サバ州には、東南アジア最高峰のキナバル山やアジアゾウの生息する低地熱

帯林、汽水域のマングローブ林等、世界的に多様な生態系と生物相が見られる。しかし、大

規模伐採やアブラヤシプランテーション開発等により、同州の森林面積は 1970 年代と比較し

て、約 3 分の 2 に減少した。また、土壌汚染や水質汚濁等の環境劣化も顕在化している。こ

の結果、自然資源への依存度が高い伝統的な生活を営む地域住民は、自然環境の劣化に伴い、

生活基盤が脅かされている。 

独立行政法人国際協力機構（Japan International Cooperation Agency：JICA）は、サバ州の生

物多様性保全に対して統合的に取り組むために、サバ州政府や国立サバ大学等とともに、技

術協力プロジェクト「ボルネオ生物多様性・生態系保全プログラム（Bornean Biodiversity and 

Ecosystems Conservation：BBEC）」を実施した（フェーズ 1：2002 年 2 月～2007 年 1 月、フ

ェーズ 2：2007 年 10 月～2012 年 9 月）。 

BBEC フェーズ 1 では、「サバ州の生物多様性保全のための包括的かつ持続可能なアプロー

チの構築」を目標として、研究機関の体制強化、研究成果の発表、協働保護区管理の概念を

取り入れたクロッカー山脈公園管理計画の策定及び実施、セガマ河下流域野生生物保全区の

提案、住民参加型エコツーリズムの試行、環境教育活動の実践、国際セミナーの開催等を支

援した。 

BBEC フェーズ 2 では、「サバ州における生物多様性保全のための体制強化と、マレーシア

国内外への知識・情報発信の拠点化」を目標として、サバ州生物多様性センター（Sabah 

Biodiversity Centre：SaBC）の正式組織化、サバ州生物多様性戦略（Sabah Biodiversity Strategy：

SBS）の策定準備、クロッカー山脈公園及び周辺域の国連教育科学文化機関（United Nations 

Educational, Scientific and Cultural Organization：UNESCO）「人と生物圏（Man and Biosphere 

Programme：MAB）計画」における生物圏保存地域（Biosphere Reserve：BR）への登録申請、

セガマ河下流域野生生物保全区の登録、キナバタンガン・セガマ河下流域湿地（Lower 

Kinabatangan and Segama Wetland：LKSW）のラムサール条約湿地への登録及び管理計画の策

定、生物多様性保全に係る第三国研修の実施等を支援した。 

連の協力の結果、サバ州における生物多様性保全政策は 流化されつつ る。た 、こ

れまでは に保護区内での保全活動に取り組 で たが、保全活動の持続性のためには保護

区外に住む住民の を 保することも 要で るとの 識が 国関係 で共有された。こ

れを ま 、2011 年 8 月、マレーシア政府から、SBS 策定後の実施支援、ラムサール条約登

録湿地やユネスコ MAB 計画における BR 登録予定地をはじめとする保護区及びバッファー

ゾーンの統合管理の促進、第三国研修を通じた東南アジア諸国連合（Association of Southeast 

Asian Nations：ASEAN）地域への生物多様性に係る経験共有を内容とする後継の技術協力プ

ロジェクト「サバ州を拠点とする生物多様性・生態系保全のための持続可能な開発プロジェ

クト」が要請され、2013 年 3 月には プラ ン を し、同年 6 月 14 日に

録（Record of Discussions：R/D）署名の 、10 月 1 日より正式に開始した。 

の後、SBS の （2014 年 12 月）が大 に れたこと、SBS の調 機関として SaBC
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が 分に機能していないこと、また、2013 年 、プロジェクトサ トの つで る LKSW

が するサバ州東部の が 化し、 地でのプロジェクト活動の制約が継続しているこ

と等を ま 、プロジェクト実施体制、活動計画の が 要と し、中間レビュー調査

を実施することとした。 

 

１－  の  

の経 を ま 、 下を目的として中間レビュー調査を実施した。 

 

(1) プロジェクトの計画表 プロジェクト・ ン・マトリックス（Project Design Matrix：

PDM） 及び活動計画（Plan of Operation：PO）に基 、プロジェクトの 入及び活動

実績や成果（アウトプット）、プロジェクト目標の 成 を する。 

(2) プロジェクトの実施プロセスを し、 要 や 要 、リスク要 等を する。 

(3) 5 目（ 性、有 性、 性、 ン クト、持続性）の 点から を行 。 

(4) の分 結果に基 、 後の や方 性について し、プロジェクト後 期に

おける提 を取りまとめる。 

 

１－  の  

分野 名 所 先・  

括 内  JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 自然環境第 チ

ーム  

協力 画  知  JICA 地球環境部 森林・自然環境グループ 自然環境第 チ

ーム 画  

分   さ  OPMAC 式  部 コンサルタント 

 

１－   

地調査は 2015 年 6 月 11 日から 7 月 1 日までの期間で実施された。調査日 の概要は、

下のとおりで る（6 月 11 日～18 日は 分 の による調査）。 

日  内容 

6 月 11 日  分 本 発、コタキナバル  

12 日 金 ンタビュー、 局 ンタビュー 

13 日 土 ロットサ ト  

14 日 日 中間レビューレ ート案 成 

15 日 月 天然資源庁（NRO） ンタビュー、サバ州生物多様性センター ンタビ

ュー 

16 日  公園局 ンタビュー、野生生物局 ンタビュー 

17 日 水 サバ大学熱帯生物学・保全研究所（ITBC-UMS） ンタビュー、 水

局 ンタビュー 

18 日  森林局 ンタビュー、Tuaran 所 ンタビュー 

19 日 金 局 ンタビュー、環境保護局 ンタビュー 
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日  内容 

本 発、コタキナバル  

20 日 土 ロットサ ト  

21 日 日 内 （PDM 案 、中間レビューレ ート案 ） 

22 日 月 NRO 表 、NRO との協  

23 日  公園局 ンタビュー、 局局 表  

24 日 水 ITBC-UMS ンタビュー、NRO との協  

25 日  プロジェクト管理 協 、サバ大学 学 表  

26 日 金 サバ州生物多様性センター ンタビュー、中間レビューレ ート案修正 

27 日 土 「生物多様性保全のための ーム によるグリーン経 の 進プロ

ジェクト」  

28 日 日 内 （協 資 案 、中間レビューレ ート案最 化） 

29 日 月 中間レビューレ ート修正・最 化 

30 日  サバ州 表 、プロジェクト 営 協 、ミ ッツ署名 

7 月 1 日 水 コタキナバル発、本  

 

１－   

レビュー 法 

本中間レビュー調査は、「JICA ガ ラ ン第 2 」（2014 年 5 月）に基 、

プロジェクト・サ クル・マネジ ントの 環として実施された。調査 は 行 PDM

（Version 3）を の 組 として し、JICA 及びマレーシア 関係 に対して

質 ・ ンタビューを通して情報 を行 た。 

本レビュー調査では、 分 のための定 ・定性的 ータを 下の方法で した。 

 存資 レビュー（プロジェクト報 ・ 資 等） 

 質 （JICA 、サバ州政府機関関係 、サバ大学関係 ） 

 キー ンフ ーマント・ ンタビュー（JICA 、サバ州政府機関関係 、サバ

大学関係 、 ロット活動対 地域の関係 ） 

 

レビュー 目 

(1) プロジェクトの実績 

プロジェクトの実績は、PDM に る 入、活動、成果（アウトプット）、プロジェク

ト目標の 目について、 定 標等を基に れらの 成 （または 成見 ）を

した。 

 

(2) 実施プロセス 

プロジェクトの実施プロセスは、技術 の方法、関係 間のコミュ ーション、

タリング等、さま まな 点に基 、プロジェクトが に 営されたか か

につ された。さらに、実施プロセスの により、プロジェクトの 果発 に係

る ・ 要 を した。 
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(3) 5 目に基  

プロジェクトの実績及び実施プロセスに係る 結果に基 、 5 目の 点か

らプロジェクトを した。 5 目の 目の定 は 下のとおりで る。 

 

5 目 JICA ガ ラ ンによる定  

性 プロジェクトの目 している 果（プロジェクト目標や 目標）が

の ーズに合 しているか、 や の 策として か、対

地域と日本 の政策との 合性は るか、プロジェクトの戦略・アプ

ローチは か、公的資金で る ODA で実施する 要が るかな と

い た「援助プロジェクトの正 性・ 要性」を 点。 

有 性 プロジェクトの実施により、本 に もし は への がもた

らされているのか（ るいはもたらされるのか）を 点。 

性 にプロジェクトのコスト及び 果の関係に 目し、資源が有 に活

されているか（ るいはされるか）を 点。 

ン クト プロジェクトの実施によりもたらされる、より 期的、間 的 果や

及 果を見る 点。この際、予期しなか た正・ の 果・ も む。

持続性 協力が しても、プロジェクトで発 した 果が持続しているか（

るいは持続の見 は るか）を 点。 

所：「プロジェクト の （JICA ガ ラ ン）」2010 年 6 月 
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第 プロジェクトの概要

 

PDM に基 、プロジェクトの 目標、プロジェクト目標、成果（アウトプット）及び

活動は 下のとおりで る。レビューに た ては、2014 年 10 月に された PDM（Version 

3）が された。 

 

目標（協力 後 3～5 年後を目 とした目標） 

目標 サバ州が生物多様性保全と持続可能な開発のアジアにおける知的拠点（Asia 

Center of Excellence）として国内的・国際的に知られる。 

標 1. 5 年 内に、少な とも 20 名の研究 が生物多様性保全と持続可能な開発の

研究のためにサバ州を する。 

2. 5 年 内に、少な とも 5 つの アが生物多様性保全と持続可能な開発

の報 のためにサバ州を する。 

3. 5 年 内に、生物多様性保全と持続可能な開発に関するサバ州の経験・取り

組 に係る 文が、少な とも 5 国際 に される。 

4. マレーシア政府が 成する 知目標の 成に関する報 にサバ州の

が目に見 る形で される。 

プロジェクト目標（プロジェクト 時の目標） 

目標 サバ州生物多様性戦略の実施を通じて持続可能な開発が 進される。 

標 1. SBS に されている Advising and Monitoring Panel が機能しはじめる。 

2. SBS に されている計画目標が 成される。 

3. SBS 実施の進 がサバ生物多様性 や の他の 要な 定機関で定

期的に共有され協 される。 

 

アウトプット及び活動 

本プロジェクトでは 2 つのアウトプットの 成によりプロジェクト目標の 成を る。

また、 れらアウトプットの 成に 要な活動を行 。 

 

アウトプット ： サ トにおいて自然共生 の実 に関する能力が する。 

活動  

1-1) LKSW のための年間活動計画（APO）の 成と、クロッカー山脈生物圏保存地

域（CRBR）の管理計画と APO の策定支援と れらの実施 タリングを支援

する。 

1-2) LKSW において JICA が支援するす てのグリーン技術・自然保全関連 1の

間の協 をカウンター ート（C/P）機関と の他の 関係 を継続的に関

                                                 

1 対 は、1) 地球規模 対 国際科学技術協力プログラム「生物多様性保全のための ーム によるグリー

ン経 の 進プロジェクト」（ 州 大学、マレーシア・プトラ大学、サバ大学による実施）、2) JICA ートナーシッ

ププログラム「サバ州における生物多様性保全のための地域 体型地域おこしプロジェクト」（ 学園大学による実施）、

3) JICA ートナーシッププログラム「山 式 化法によるバ オマス 化技術研修 」（ による実

施） 
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さ ながら促進し、 を 進行し、知見共有を定期的に行 。 

1-3) 管理計画実施の資源調 のために他のプログラムや ナー機関と連 し、ラム

サールネット ークや SATOYAMA シアテ ブ、生物多様性条約 約国

（CBD-COP）、国際研究ネット ークな の国際 組 と調 する。 

1-4) 生計 進と 対策のために、連 政府、州政府、地方自 体、国際 組

の技術的・資金的リ ースを関係機関が動 する支援を行 。 

1-5) 地方自 体や 政府組織（NGO）、関係機関との協働により、 や持続的

土地 、エコツーリズム、マー テ ングへの民間 参加な を通じ、コ

ミュ テ ・ ースの保全のための生計 ロット を実施する。 

1-6) ロットを通じた生計 とコミュ テ ・ ースの保全の を 録し、

マ ュアルやガ ラ ンを 成し、情報発信する。 

1-7) 大規模開発 が 存の規制を するよ 、関連機関を支援する。 

1-8) 生計 と保全に関して、地 コミュ テ や地方自 体、NGO、関係機関に

対する能力 活動を実施する。 

1-9) C/P 機関な が実施する環境教育活動を支援し、環境教育政策（SEEP）の実施

の タリングを支援する。 

1-10) 保全と環境にやさしい経 活動のための規制や法 行に係る河 行政の 組

のための提 を行 。 

標  

1-1) LKSW の年 活動計画と CRBR の管理計画及び年 活動計画が 成され、実

施・ タリングされる。 

1-2) LKSWにおけるす ての JICA支援 の間の定期協 で 要 が される。 

1-3) ロットサ トの地 の 少な とも 80%が能力 活動に す

る。 

1-4) 少な とも 2 つの代 生計活動が ロットサ トで 定され、地 に

よ て実施される。 

1-5) 保全に関する環境教育の の 識レ ルが する。 

 

アウトプット ：サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国

際的に共有される。 

活動  

2-1) サバ州の経験を資 や文 に取りまとめ、サバ州の経験を強 にし、 要に

じて 加研究を実施する。 

2-2) 生物多様性のための持続的資金調 カ ズムの可能性に関する研究 生態系

サービスへの支 い（PES）や生物多様性を した 計システム、持続可能な

開発のための ンセンテ ブや 制の合理化、開発 国における森林減少・

劣化等に する の 減等（REDD+）、 の 的 （CSR）、野生生

物局基金の強化な を実施する。 

2-3) 第三国研修の 計、実施、 タリング、 の実施と、開発される研修 ジ

ュールや標準的 タリング 組 を連 及びサバ州の関係機関と共有する。 
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2-4) 第三国研修修 を支援する。 

2-5) サバ州の経験を共有するために、関係連 政府機関 天然資源環境 （NRE）、

環境研究所、森林研究所（FRIM）、生物多様性研究所な との連 による国

内・国際 ・シン ジウム・セミナー・研修コース・ の他の知見共有活動

への参加と を行 。 

2-6) サバ州生物多様性戦略（SBS）の国 生物多様性戦略への統合を支援する。 

2-7) 関係機関による積 的な 報と ア戦略を支援する。 

標  

2-1) サバ州の経験に関する少な とも 5 つの資 が 成される。 

2-2) 少な とも 4 の国内セミナー・ ークショップ・ が実施される。 

2-3) C/P 機関が少な とも 2 つの国際セミナー、 ークショップ、 に参加する。 

2-4) 少な とも 50 名の参加 が、プロジェクトが支援する第三国研修に参加して知

見共有活動を行 。 

2-5) 少な とも 90%の参加 が第三国研修に する。 

2-6) 生物多様性に関する国内的・国際的ネット ークがサバ州との間に構築される。 

2-7) 2014 年までに 成される予定のマレーシア国 生物多様性戦略に SBS のア

アが取り まれる。 
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第 プロジェクトの実績

 

本プロジェクトの開始から中間レビュー調査時点までの実績は、 下のとおりで る。 

 

－１  

日本 、マレーシア からの 入は、おおむ 計画 おり行 れている。 の 時点ま

での 入実績の概要を 下に す（ 目の は、 資 に る 文の中間レビューレ

ートの 資 を参 ）。 

 

日本 入 

目 実績 

営 調査  下の 分野の を む 営 調査 6 （ 11 名）

- CRBR 管理 

- 山技術 

- コミュ テ 開発 

- 持続可能なリー ーシップ 

 下の 分野の 期 2 名 

- チーフア バ ー 

- 調  

研修 入 計 36 名（2013 年度 16 名、2014 年度 18 名、2015 年度 2 名、2015

年 4 月時点） 

機  計約 685 円（コン ュータ、GPS、土壌分 ） 

ローカルコスト  計約 278,617 ル（2015 年 4 月時点） 

 

マレーシア 入 

目 実績 

C/P  下の C/P 

- プロジェクト レクター（サバ州 ）1 名 

- プロジェクト レクター（サバ大学 学 ）1 名 

- プロジェクトマネージ ー（NRO ）1 名 

- C/P 人 （サバ州政府機関関係 ）約 15 名 

施 提  NRO 内に るプロジェクト 所及び 要 備 

ローカルコスト  計約 2,173 ル（C/P の人件 を 、2015 年 6 月時点） 

 

－   

PDM 及び PO におけるプロジェクト活動の 、 にアウトプット に係る活動に れが

生じており、サバ州政府関係機関間の連 ・調 により LKSW の管理計画の年 活動計

画の 成及び実施が し、CRBR の管理計画の 成も予定より している。また、SBS
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の が れたことにより SBS の実施体制の構築も 在進行中の 態で り、LKSW 地

域の 化により同地域での活動実施が制 されている。 

 

－  の  

中間レビュー時点でプロジェクトの アウトプットが の 度 成されているかについて、

に アウトプットに 定された 標の結果から の 成 を する。 

アウトプットにおける 標と 時点での結果を 下に す。 

 

アウトプット ： サ トにおいて自然共生 の実 に関する能力が する。 

標 時点での結果 

1-1 LKSW の年 活動計画

と CRBR の管理計画及

び年 活動計画が 成

され、実施・ タリ

ングされる。 

- LKSW の管理計画（LKSW 地域のコアエリア、バッファー

ゾーンを む全体の管理計画）の年 活動計画は 成され

ておら 、実施及び タリングには ていない。 方、

コアエリアにおける年 活動計画は、同地域を所管する森

林局によ て 年 成され、活動が実施・ タリングさ

れている。 
- CRBR の管理計画（CRBR 地域のコアエリア、バッファー

ゾーン、トランジションエリアを む全体の管理計画）は

在策定中で り、年 活動計画の 成、実施及び タ

リングには ていない。 
1-2 LKSW におけるす て

の JICA 支援 の間

の定期協 で 要

が される。 

- 本プロジェクトと LKSW 地域で実施されている JICA 支援

の 「生物多様性保全のための ーム による

グリーン経 の 進プロジェクト」「サバ州における生物

多様性保全のための地域 体型地域おこしプロジェクト」

との間で情報共有がなされ、 の実施によ て相

果を生 すことが目 されている。しかしながら、これ

らの支援 は LKSW 地域を むサバ州東部の 化

により活動の制 や活動拠点の 動を な されてい

る。 
1-3 ロットサ トの地

の 少な

とも 80%が能力 活

動に する。 

- CRBR 地域に している 8 つの の の つで る

Tuaran に る Tudan が、 ロットサ トの つとし

て 定された。 
- Tudan に住む す ての住民（約 300 人）がプロジェ

クトによる能力 活動に参加しており、これらの活動に

は参加型 調査、参加型による の 3D ル 成、

技術研修、マル リー調理研修等が まれる。Tudan
のコミュ テ ・リー ー及びサバ州政府関係機関への

ンタビュー結果によると、Tudan の住民はこれらの活動

に に しているとのことで る（ 的な ータは

されていない）。 
1-4 少な とも 2 つの代

生計活動が ロット

サ トで 定され、地

によ て実施

される。 

- Tudan での ロット活動の 環で、 とマル リー

が代 生計 として 入された。これらは有機 法

により されているため、生計 けでな 周辺環境

への も行 れている。住民は チミツ、マル リーの

実や れによ て たジ ムや ンとい た を
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標 時点での結果 

ており、 後地 の に することを計画してい

る。 
- 目の ロットサ トとして CRBR 地域に る

Tambunan の Sintuong Tuong と Kiporing が 定され、

後 Tudan とは の代 生計活動が実施される予定。 
1-5 保全に関する環境教育

の の 識レ ル

が する。 

- LKSW、CRBR の 地域においてさま まな環境教育活動

が実施されており、地域住民の環境 識 の が報 さ

れているが、 識レ ルに関しての 的 ータは され

ていない。2015 年 8 月に される 期 が 識レ

ルに関する ータの 方法について することにな

ている。 
- LKSW 地域では、森林局 下の熱帯 林 スカバリーセ

ンター（Rainforest Discovery Center）の により環境教

育活動が実施されており、地 住民における 識 に関

する が報 されている。 
- CRBR 地域では、公園局及び他の機関により河 環境教育

プログラム（River Environmental Education Programe：
REEP）が実施されており、地 住民における 識 に

関する が報 されている。 、Tudan での

REEP の実施により、 物への化学 の を見 す

機 を提 している。 
 

の 標結果から すると、中間レビュー時点におけるアウトプット の 成 は

やや低い。 標 1-1 に関し、LKSW の年 活動計画は 成されておら 、CRBR の管理計画

も 在 成中で り、 管理計画の実施・ タリングには ていない。加 て、 標 1-2

に関しても、LKSW 地域における JICA 支援 が 化により活動の制 を な さ

れており、 後の活動実施が な で る。 

方、 標 1-3、1-4 に関し、 ロットサ トでの代 生計活動は 調に実施されており、

い 、プロジェクトにより 入された代 生計 によ て、Tudan の住民に 入

の 果が ることが期 される。さらに、 標 1-5 に関し、環境教育活動も LKSW 地域で

は熱帯 林 スカバリーセンターの 、CRBR 地域では公園局の により 調に実施

されており、 地域の住民の環境に対する 識が している がい つか報 されている。 
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アウトプット ：サバ州の経験が生物多様性保全と持続可能な開発のために国内的・国際的

に共有される。 

標 時点での結果 

2-1 サバ州の経験に関する

少な とも 5 つの資

が 成される。 

- これまでに 下の資 がサバ州の経験に基 成され

た2。 
1) Practices and Lessons on Collaborative Resources 

Management in Sabah, Malaysia – Case Study of Ulu 
Senagang – Mongool Baru Village 

2) Integrated Management of Protected Area and Surrounding 
Areas – Case Study from Sabah, Malaysia 

3) Ten Years Sabah-JICA Technical Cooperation in Sabah, 
Malaysia 

4) Local Community Participation in Ecotourism and 
Management of Wildlife Sanctuary in Sabah 

5) Sabah Bio-cultural Community Protocol 
6) Sabah’s experience and practice for sustainable development 

and conservation, Sabah Case Study, Tagal and JICA-SDBEC
2-2 少な とも 4 の国内

セミナー・ ークショ

ップ・ が実施され

る。 

- 2014 年にコタキナバルにおいて「湿地保全・管理に関す

る国際シン ジウム（International Symposium on 
Conservation and Management of Wetlands）」がサバ湿地保全

協 （Sabah Wetlands Conservation Society）との共同開催

で実施された。 
2-3 C/P 機関が少な とも

2 つの国際セミナー・

ークショップ・

に参加する。 

- C/P 機関の関係 が 下の国際 に参加した。 
1) 2013 年 11 月に日本で開催されたアジア公園 （Asia 

Park Congress） 
2) 2014 年 11 月にオーストラリアで開催された世界公園

（World Park Congress） 
3) 2014 年 10 月に 国で開催された SATOYAMA シ

アテ ブのための国際 ートナーシップ

（International Partnership for the Satoyama Initiative：
IPSI） 

2-4 少な とも 50 名の参

加 が、プロジェクト

が支援する第三国研修

に参加して知見共有活

動を行 。 

- 在までに 32 名（2013 年 13 名、2014 年 19 名）のアジア・

アフリカ諸国からの研修 が第三国研修に参加し、研修

中、参加 同 で自国の経験や知見について共有した。 

2-5 少な とも 90 の参加

が第三国研修に

する。 

- 第三国研修の参加 に対して行 れたアン ート結果に

よると、92～95 の参加 が研修について したと

した。 
2-6 生物多様性に関する国

内的・国際的ネット

ークがサバ州との間に

構築される。 

- 天然資源庁は、IPSI のマレーシアの最 の ンバーとな

た。 
- 国内におけるネット ーク構築のため、マレーシアの

部及びサラ ク州におけるラムサール登録サ トへの

を行い、 結果を連 政府（天然資源・環境 ）と共

                                                 

2 1)～5)は第 アジア国立公園 、6)は IPSI での発表資 。 
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標 時点での結果 

有した。さらに、マレーシアにおけるラムサールネット

ークの構築について、2014 年の「湿地保全・管理に関する

国際シン ジウム」（ コタキナバル）の で協 された。

しかしながら、 の人 により による動 は

在のとこ られていない。 
- 森林局が日本とのラムサールネット ークの構築に け

て動いている。 
2-7 2014 年までに 成され

る予定のマレーシア生

物多様性国 戦略に

SBS のア アが取り

まれる。 

- 生物多様性国 戦略は 時点においてま 中で る

が、同戦略の 成チームに対し、天然資源庁が ークショ

ップ等を通して SBS の情報提 を行 た。 

 

の 標結果から すると、アウトプット に係る 標の 成レ ルは 調で り、

中間レビュー時点におけるアウトプット の 成 は 調で、 までの 成が見 まれ

る。 標 2-1、2-3 は中間レビュー時点で に 成しており、サバ州の経験に関する資 成

や国際セミナー・ ークショップ・ への参加 は、 れ れ目標 を 成している。

標 2-4、2-5 に関し、第三国研修は ITBC-UMS と NRO の により 調に実施されており、

参加 からの 度も高い。 標 2-6 に関し、生物多様性に関する国内的・国際的ネット

ークを構築する試 がなされており、 標 2-7 に関しても国 生物多様性戦略の 成プロセ

スにプロジェクトから ンプットがなされている。 

 

－  の  

プロジェクト目標の 成見 についても、アウトプットの 成 と同様、 にプロジ

ェクト目標に 定された 標の結果から の 成見 を する。 

プロジェクト目標における 標と 時点での結果を 下に す。 

 

プロジェクト目標：（SBS の実施を通じて）持続可能な開発が 進される。 

標 時点での結果 

1. SBS に されている

Advising and Monitoring 
Panel が機能しはじめ

る。 

- SBS の が れたことにより、Advising and 
Monitoring Panel はま 立されていない。 

- 2015 年 8 月に SBS の正式 のセレ ーの開催が予定

されており、 ーキンググループの 合も 後定期的に開

かれる予定。 
2. SBS に されている

計画目標が 成され

る。 

- 「SBS に されている計画目標」について、 の目標が

プロジェクトにより の 度 成される かが本プロ

ジェクトの 計画策定時及び の後の PSC において

定されていなか たため、中間レビュー調査において計画

目標の 成レ ルを 定することはで なか た。 
3. SBS 実施の進 がサバ

生物多様性 や

の他の 要な 定

- SBS の 後、サバ生物多様性 の 合が開催さ

れ、 ンバーは SBS の実施体制構築について協

している。 
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標 時点での結果 

機関で定期的に共有さ

れ協 される。 
 

の 標結果から すると、プロジェクト目標に係る 標の 成レ ルはい れも

低 、中間レビュー時点におけるプロジェクト目標の 成レ ルは低い。これは、SBS の

が の予定より大 に れたことが大 な とい る。SBS は 2012 年から 2022

年を対 期間とした 10 年戦略で り、プロジェクトによ て SBS の実施を支援するために

は開始 に されていることがプロジェクトの つの 提条件とな ているは で

るが、実際にはプロジェクトが開始してから 1 年 2 カ月後の 2014 年 12 月に され、中間

レビュー時点では SBS の実施体制の構築についての本 的な協 が始ま たとこ で る。

よ て、 のとおり 標結果を基に すると、プロジェクト期間の り 2 年間でプロジ

ェクト目標を 成することは で ることが見 まれる。 

しかしながら、 行の 標結果を基に すると、 までのプロジェクト目標の 成は

で るが、 行の 標はプロジェクト目標の 成を するための 標としては し

も ではないとい る。ま 、プロジェクト目標自体が「持続可能な開発が 進される」

と内容が いまいで るのに対し、 行の 3 つの 標は れも SBS の実施や タリングに

関しての内容に 定されており、同目標を る 標として ではない。さらに、アウトプ

ット 、 は SBS についての 的な 及がな 、3 つの 標内容はアウトプット 、 と

関連していないため、たと アウトプット 、 を 成したとしてもこれらの 標 成

には結びつかない。本 、プロジェクト目標はアウトプット 、 の 成を通じて 成する

もので るが、 行の 標ではプロジェクト目標とアウトプット間の 果関係が にな

ていない。よ て、 行の 標は する 要が り、プロジェクト目標自体もより な

内容に修正することが ましい。 

本プロジェクトでは の 2 年間において、SBS に されている活動計画の実施に関し、

期マレーシア計画下での SBS 活動の予 申請や 州連合（European Union：EU）の REDD+

による 化 オフセットに けた活動の実施、国連開発計画（United Nations Development 

Programme：UNDP）の地球環境ファシリテ （Global Environmental Facility：GEF）プロジェ

クトの実施等の進 が されており、これらの進 も ま た な 標を 定して れ

らを基に すれ 、 までにプロジェクト目標を 成することも見 まれる。したが

て、 行 PDM のプロジェクト目標及び の 標はより な内容に見 す 要が る。 

 

－   

プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトの実施機関は多 に たり、 要機関はサバ州政府機関及び ITBC-UMS

で るが、サバ州政府機関には NRO、SaBC、公園局、森林局、野生生物局、 水局、

環境保護局、 局、 局、土地 局、水 局等の 機関が まれる。 

プロジェクトの実施体制は、プロジェクト 営 （Project Steering Committee：PSC）

及びプロジェクト管理 （Project Management Committee：PMC）により構成されてい

る。PSC では、 をプロジェクト レクターで るサバ州 、 を プロ
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ジェクト レクターで るサバ大学 学 、 をプロジェクトマネージ ーで る

NRO が め、 ンバーは のサバ州政府 機関の局 クラスにより構成されている。

PMC では、 をプロジェクトマネージ ーで る NRO 、 局を SaBC が め、

ンバーは のサバ州政府 機関の実 レ ル、ITBC-UMS、 ロットサ トの

所により構成されている。これまでに PSC は 2 （年に 1 ）、PMC は 7

（3 カ月 と）、計画 おり開催され、プロジェクトに係る進 や 等が ン

バーの間で 共有され、 し合 れている。 

プロジェクトの な活動の 、 の実施機関の中で の機関が 要 機関として

関 しているかについて、 下に 理する。 

 

な活動 要 機関 

SBS の実施に係る国際・国内の関係機関の

調  
NRO 

： は NRO に加 て SaBC も SBS の

全体統括 に まれていたが、2014 年 12
月の SBS の の際に、同 は NRO
の が することに された。 

LKSW 管理計画及び CRBR 管理計画の実施

に係る関係機関の調  
NRO 
： は SaBC が LKSW 管理計画の全体

統括 で たが、2015 年 5 月に開催され

た生物多様性 の 合の際に、同

は NRO が することに された。 
LKSW 地域のコアゾーンにおける活動の

実施・管理（環境教育活動を む） 
森林局 

LKSW 地域のバッファーゾーンにおける

活動の実施・管理、関係機関の調  
NRO 

CRBR 地域のコアゾーンにおける活動の実

施・管理（環境教育活動を む） 
公園局 

CRBR 地域のバッファーゾーン、トランジ

ションゾーンにおける活動の実施・管理、

関係機関の調  

NRO 

ロット活動 局 
情報発信・知見共有活動 ITBC-UMS 

 

果の発 を した要  

本プロジェクトの 期間、活動を する がい つか発生し、これらの

はプロジェクト活動の ・制 やアウトプット のやや低い 成 の とな た。

、アウトプット 成における外部条件 4 つの 、「SBS が関係 局に される」

「CRBR の MAB 最 申請 がユネスコに される」「 な C/P が政府によ て さ

れ、 合や 活動に定期的に される」の 3 つが実際にプロジェクト活動の進 にマ

ナスの を た。さらに、プロジェクト目標 成における外部条件「JICA が支援す

る関連 が計画通りに実施される」も実際に している。これらの外部条件の を

むプロジェクトの 要 を 下に る。 
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(1) SBS の の 及び連 政府による CRBR のユネスコ MAB 登録申請の  

のとおり、SBS の は の計画より れ、SBS は 2012 年から実施される

計画で たが、実際に されたのは 2014 年 12 月で た。SBS に されている

活動計画は の に 部実施されているものも るが、 時に、SBS の実

施体制の がなされていた。CRBR 地域のユネスコ MAB 登録についても、申請・ 査

続 における連 政府による に れが生じたため、正式に登録されたのが 2014 年

6 月となり、 の も て CRBR の管理計画の策定 が することとな た。 

 

(2) LKSW 地域における 化 

プロジェクトの開始 後、LKSW 地域を むサバ州東部における が に 化し、

同地域で実施されている JICA の支援 は活動拠点の 動を な され、本プロジェ

クトの 及びローカルスタッフは 在、同地域への が制 されている。 

 

(3) サバ州政府関係機関の生物多様性・生態系保全関連活動の実施に係る調 機能 全 

（ ）のプロジェクトの な活動と 要 機関の表で されているよ

に、プロジェクト開始 、SaBC が SBS の全体統括や LKSW の管理計画の調 機能

を果たすことが 定されていた。しかしながら、サバ生物多様性条 2000 の SaBC の

所 に関係機関の調 は まれておら 、実質的には NRO が関係機関の調 を

行 ていた。したが て、プロジェクトの R/D や SBS、LKSW 管理計画等に されて

いる の実施体制と実際の実施 には が生じており、 の所在が な 態

にな ていた。加 て、NRO ではこれらの調 を実質 1 名の が しており、

対的な人 により LKSW 管理計画の年間活動計画の 成が る等、プロジェクト

の 活動が する とな ていた。 

の表のとおり、2014 年 12 月の SBS 時に SBS の実施に係る関係機関の調

は NRO が すること、また 2015 年 5 月に開催された生物多様性 の 合に

おいて LKSW 管理計画の実施に係る関係機関の調 も NRO が することが正式

定したため、 後は NRO の下、 調 が 調に られてい ことが期 さ

れる。た し、 在の NRO の 人 ではこれらす ての をこなすことは で

り、 後の活動の円 な実施のためには、NRO の 人 を強化することが 可

で る。 

 

のよ に、本プロジェクトではプロジェクト期間 に予期しない をい

つか経験したが、 のとおり、LKSW 地域における 化 外の は中間レビ

ュー調査の に 定の がなされたため、 りの後 期間においてはプロジェクトの実

施環境は することが見 まれる。 
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第 目による 結果

 

－１  

本プロジェクトの 性は、 下の理 から「やや高い」とい る。 

 

(1) マレーシアの国 開発計画・生物多様性関連政策との 合性 

本プロジェクトは、マレーシアの国 開発計画、サバ州の開発計画及び生物多様性・生

態系保全に関連した政策に合 している。 

マレーシアの 在の国 開発計画で る「第 10 マレーシア計画（10th Malaysia Plan）」

（2011 年～2015 年）において、10 の 要 の つに「環境資源（Environmental Endowments）

の 化」が けられ、同計画では国 を高所 経 へ するための「5 つの 進

力（Drivers）」が 定されており、 の つが「生活の質を する環境 り」とな て

いる。またこの 進力の下、「7 つの （Focuses）」が られており、 の つが「

存する資源の な管理と保全を通じて 代のマレーシア人が のマレーシア人に対し

て を果たすことを保 する」で り、 の活動のための予 がとられている。 

さらに、サバ州の開発計画で る「サバ州開発及び発 の （Direction of Sabah State 

Development and Advancement）」では、6 つのアジェン ・ が され、 の 1 つで る「経

アジェン 」において「ゾー ング」の概念が 入されており、経 開発を 成しなが

らも、 全な生態系を支 る自然資源保全のために 定の地域を保存することが されて

いる。この に て SBS や「サバ州環境教育政策（Sabah Environmental Education Policy）」

等を む の生物多様性・生態系保全に関する政策やプログラムが されている。

また、 在 成中の「サバ州の戦略的 期行動計画（Sabah’s Strategic Long Term Action Plan）」

（2016 年～2035 年）の最 ラフトにおいて、サバ州の開発を経 、 、環境面から

進すること及び SBS が同計画の実施ツールの つとして けられていることが さ

れている。 

 

(2) サバ州政府の ーズとの 合性 

の計画・政策の下、サバ州政府は生物多様性・生態系保全と に関する包括的政

策として SBS の策定を り、BBEC フェーズ 2 において の策定を支援した。しかしなが

ら、州政府は SBS を に実施・ タリングするための能力強化を 要としており、本

プロジェクトは州政府関係機関の調 実施能力強化を通して SBS の実施に することを

目 している。よ て、本プロジェクトはサバ州政府の ーズを たしている。 

 

(3) 日本の対マレーシア援助政策との 合性 

本プロジェクトは、日本の対マレーシア援助政策にも合 している。 

「対マレーシア国 援助方 」（2012 年 4 月策定）及び「対マレーシア 開計画」（2014

年 4 月策定）において、援助の基本方 として「協力 ートナーとしての関係構築」「東ア

ジアの地域協力の 進」が られており、 点分野の つとして「先進国入りに けた

のとれた発 の支援」が られている。マレーシアが 2020 年を目標に先進国入りを
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目 していることを ま 、行政能力 、 人 育成を む高等教育、 ンフラスト

ラクチ ー 備、エネル ー等、 なる経 成 に資する支援、及び環境保全、 的

支援等、 の 定に資する支援を 民連 の 点も しつつ実施し、これらにより

相 の 進を通じて、マレーシアの発 が地域の ルとなるよ な協力を行 こと

が されている。本プロジェクトはこの方 に ている。 

 

(4) プロジェクトの ンの 性 

第 「 プロジェクト目標の 成見 」でも たよ に、本プロジェクト

の PDM は見 しが 要で る（ の有 性において ）。 

 

－   

本プロジェクトの有 性は、 下の理 から「低い」と見 まれる。 

第 「 プロジェクト目標の 成見 」で たよ に、中間レビュー時点に

おけるプロジェクト目標の 成レ ルは低 、 行の 標結果を基に すると、 まで

にプロジェクト目標を 成することは で ることが予 され、有 性は低いと見 まれ

る。しかしながら、 行の 3 つの 定 標はプロジェクト目標の 成を するための 標

として しも でな 、プロジェクト目標自体が「持続可能な開発が 進される」と内

容が いまいで るのに対し、3 つの 標は れも SBS の実施や タリングに関しての内

容に 定されており、同目標を る 標として ではない。さらに、アウトプット 、

は SBS についての 的な 及がな 、3 つの 標の内容はアウトプット 、 に 関連

していないため、たと アウトプット 、 を 成したとしてもプロジェクト目標の 標

成には結びつかない。本 、プロジェクト目標はアウトプットの 成を通じて 成するもの

で るが、 行の 標ではプロジェクト目標とアウトプット間の 果関係が にな てい

ない。よ て、 行の 標は する 要が り、プロジェクト目標自体もより な内容

に修正することが ましい。 

本プロジェクトでは 期間に 実な活動の進 が られており、これらの進 も ま

た な 標を 定の すれ 、 までにプロジェクト目標が 成されることも見

まれる。したが て、 行 PDM のプロジェクト目標及び の 標はより な内容に見

す 要が る。プロジェクトの有 性も、 後 された PDM を基に することが 要

で る。 

 

－   

本プロジェクトの 性は、 下の理 から「中 度」とい る。 

第 「 入実績」で たよ に、本プロジェクトでは日本 ・マレーシア

方からおおむ 計画 おりに 入がなされ、「 活動実績」で たよ に、活動は

部 しているものも まれるが、本中間レビュー調査における 及びマレーシア

C/P への質 及び ンタビュー結果によると、 入された 要 は活動の実施に 分活

されていることが された。しかしながら同時に、 入の と質において、日本 ・マレ

ーシア に れ れ ・ す 点が ることも された。 

入の質に関しては、 期 の 分野において、マレーシア からは、BBEC フェ
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ーズ 1 と 2 同様、環境教育や生計 等の 定の技術分野の を む が られ

た。本プロジェクトはもともと JICA の 規模案件として の は最 に るよ

計画されたため、 期 はチーフア バ ーと 調 の に 定されていた。

が、マレーシア からの要 への対 として、プロジェクト後 から し する 調

の が環境教育も することにな た。 

入の に関しては、第 「 実施プロセスにおける 」でも たよ

に、プロジェクトの 期間において、SaBC がプロジェクト活動の LKSW 管理計画の調

等に関 らなか たことから、活動の実施に支 が ていた。 後はこれらの調

を NRO が することとな ているが、 が実質 1 人で るため、NRO におけるプロ

ジェクト の人 が の とな ている。 

 

－   

本プロジェクトの ン クトは、 下の理 から「中 度」と見 まれる。 

本プロジェクトの 目標で る「サバ州が生物多様性保全と持続可能な開発のアジアに

おける知的拠点（Asian Centre of Excellence）として国内的・国際的に知られる」の 成見

に関し、 目標の 標 ータは 時点で するのが で り、中間レビュー時点で

予 をするのは しい。 が、PDM 後のアウトプット及びプロジェクト目標の 成が、

的な 目標の 成に することは大いに見 まれる。 

本プロジェクトでは期間中または 後にい つかの正の ン クトが発 することが期

されるが、 の つは、CRBR 地域において ロット活動の成果が他の にも がるこ

とで る。 ロットサ トの Tudan が る Tuaran の 所 は、 ロット活動と

して行 れている生計 活動の成果を の 減プログラムの ルとして活 するこ

とを目 している。同 では 年、同プログラムを実施して たが、これまで成 が

と なか たため、Tudan で期 される成果を他の にも 開してい ことを期 して

いる。 

方、環境や 面な 、本プロジェクトによる の についてはこれまで報 さ

れておら 、 後もプロジェクトによるマ ナスの ン クトが生じることは に い。 

 

－   

本プロジェクトの持続性は、 下の理 から「中 度」と見 まれる。 

 

(1) 政策・制度面 

SBS は正式に されたため、サバ州政府は 後、州における生物多様性・生態系

保全の 進を SBS に基 いて実施してい ことが められており、 い に SBS の実施

体制が構築されることが見 まれる。 

 

(2) 組織・体制面 

、SBS の調 機能を 要機関として SaBC が SBS の 局にな ていたが、2014

年 12 月の の際、同 は NRO が ことに された。しかしながら、NRO で

実際にこれらの を 人 は に られている。また、NRO は SBS の調 に加
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、LKSW 管理計画及び CRBR 管理計画の実施においても全体調 及びバッファーゾーン

での 要調 機関としての を ている。 在の NRO がこれらの を果たす組織能

力は 分でな 、 に人 の において強化を ることが 要で る。LKSW 管理計画及

び CRBR 管理計画のコアゾーンにおける活動は、 れ れを する森林局及び公園局の

により 続 実施される。 

 

(3) 面 

SBS の は れたものの、SBS に計画されている活動実施のための予 請 はサ

バ州政府 機関により行 れており、 期「第 11 マレーシア計画」の下、連 政府及び

州政府への予 申請 が実際に提 されている。関係機関は 続 SBS の活動実施のた

めの資金 に け、CSR や PES、国際機関からも資金を るよ 力することが 要で

る。また、 機関の通 予 を SBS の実施に 先的に も まれる。 

 

(4) 技術面 

NRO は SBS、LKSW 管理計画、CRBR 管理計画の実施に係る 調 を ため、

これらの果たす を る有能な人 を することによ て、 なる組織能力強

化を行 ことが 要で る。他の関係機関は、 後構築される タリング体制の下、こ

れらの戦略・計画の活動を に実施・ タリング・報 する を果たすことが 要

で る。 
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第 結 及び提

 

－１  

本中間レビュー調査における の の結果、プロジェクトの 期間に生じた

により、活動の 部が計画通りに進 でいないことが された。プロジェクトの ロ

ット活動、環境教育活動及び情報発信・知見共有活動については 調な実施が されたも

のの、SBS の の やプロジェクトサ トの つにおける 化等、 期間に

予期しない が発生したことにより、 れらに関連する活動については れが生じて

いる。加 て、 行の PDM には す 点が り、 な PDM に てプロジェクト目

標の 成度や 果を する 要が る。 は中間レビュー調査時点で されたも

のも るため、プロジェクトの後 期間においては PDM に て 調に活動が進めら

れることが見 まれる。 

 

－   

の調査結果に基 、調査 は 下のとおり提 を行 た。 

 

(1) PDM の  

のとおり、 行の PDM（Version 3）は す 点がい つか る。調査 はアウ

トプット 、アウトプット 、プロジェクト目標及び れらの 標、 アウトプットの活

動について、プロジェクト目標とアウトプット間の 果関係を にし、 れ れの 成

を に る 標を 定し、プロジェクト開始後の の 化に合 て活動を見 すこ

とにより、PDM を することを提案する。 PDM 案（Version 4）は、中間レビュー

レ ートの 資 に提 されている。 

PDM の な ントは、 下のとおりで る。 

 

目 な 内容 

目標 なし 
プロジェクト目標 内容が で たため、先行案件の BBEC フェーズ 2 の 目標

（2017 年の 成を予定）と 合する表 とした。 標については、

アウトプットとの 果関係を す 標に し、SBS の実施支援に

係る 的な 標として、プロジェクト活動を通じた SBS 実施への

、及び SBS の実施が に タリング・報 されることにつ

いての 標を 定した。 
アウトプット  プロジェクト目標と同様、内容が で たため、より なも

のに した。LKSW 地域における活動については環境教育活動の

進に 点を こととし、SBS の タリング体制の 立に関す

る 標を 加した。 
アウトプット  表 りの修正の 。 
活動 SBS の と タリング体制の 立支援に係る活動を 加。 の

他、プロジェクト開始後の の 化や を ま 、活動 目・

内容の 理及び表 りの修正を行 た。 
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(2) NRO の人 及び予 に係る組織強化 

SBS、LKSW 管理計画、CRBR 管理計画の 機関として、NRO はこれら戦略・計画の

実施に係る 調 を 要な を果たすことが期 されている。 在の NRO

の組織体制・能力はこれらの を のに 分ではないため、組織間、州政府 連 政

府間、州政府 国際機関間の調 を行 のに 要な最低 2 名の人 を すること、

またこれらの を果たすのに 要な予 を することが 要で る。 

 

(3) SBS 実施に係る共通の タリングフ ーマットの 成を む タリング体制の

立 

サバ州政府の 関係機関は、 後 SBS の実施 を に タリングしてい 要が

る。 タリングを 果的・ 的に実施してい ためにも、SBS 実施に係る共通の

タリングフ ーマットを に 成し、 関係機関が 後の タリング・報 に際し

することが 要で る。 

 

(4) SaBC のプロジェクトでの けの  

2013 年 6 月 14 日に 結された本プロジェクトの R/D では、SaBC は PMC の 局を

ことが されているが、SBS の実施体制に係る に伴い、PMC 局は NRO が

することに する。代 りに、SaBC は PSC、PMC れ れの ンバーとなることで

正式に 定する。 

 

(5) LKSW 管理計画の実施・ タリングに係る支援の  

サバ州東部の 化に伴い、LKSW 管理計画に対するプロジェクトによる支援活動は

環境教育活動に 点を ことで関係 間の合 が られた。他の支援活動に関しては、

ラムサール条約登録湿地において 6 年 とに が 要な「ラムサール情報シート（Ramsar 

Information Sheet）」の 支援等が られるが、LKSW 管理計画の実施及び タリン

グに関する 後のプロジェクトの 体的な支援内容については、PMC ンバー間での な

る協 が 要で る。また、 の協 内容を基に、 PDM 案のアウトプット におけ

る活動内容を に修正する 要が る。 

 

－   

本中間レビュー調査において、 下の教 を た。 

 

(1) なプロジェクトマネジ ントを行 ために PDM を に する 要性 

本プロジェクトの PDM は中間レビュー調査の にも されたが、 内容は活動の

文 の 修正の で た。しかしながら、プロジェクト目標が なため、プロジェク

トで を目 しているのかが関係 の間で に共有されていなか たり、 な 標

定にな ていなか たりと、PDM には す 点が多 た。プロジェクトを実施す

る が目 す 目標を共有し、 の目標に か て活動を実施し、目標 成に けて

在 の に るのか等を 的に するためにもプロジェクトマネジ ントは PDM
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を基に行 で り、 にマネジ ントするためにも、基となる PDM に や

点が れ 、実施関係 によ て に PDM を してい ことが 要で る。 

 

(2) プロジェクトの 提条件を した で開始時期 定の を下す 要性 

本プロジェクトの目的の つは、先行案件で る BBEC2 で策定支援を行 た SBS の実

施を支援することで るが、SBS は 2012 年からの実施を計画していたため、2013 年 10 月

のプロジェクト開始 には正式に されていることがプロジェクトの つの 提条件で

たとい る。しかしながら実際には、開始から 1 年 2 カ月後の 2014 年 12 月に SBS は

されており、 れまで SBS の活動が公的に実施されることはな 、プロジェクト

の SBS 実施支援に係る活動が る とな た。 

PDM では SBS の は 提条件ではな アウトプット 成における外部条件として

けられているが、本 はプロジェクトの 提条件として、SBS が正式に されてか

らプロジェクトを開始した方が の目的に けて な 活動を実施で たと られ

る。このよ に、 提条件が ない にプロジェクトを開始すると計画していた活動

を実施で ないな の が生じるため、プロジェクトの開始 に らかじめ てお

提条件を 分に し、 提条件が なけれ 開始を 期する等の も

した で、プロジェクトの開始時期を に 定することが 要で るとい る。 
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